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平成 27 年５月 29 日 

各  位 

社名                パス株式会社 

  代表者の役職氏名 代表取締役 ＣＥＯ 柴田 励司 

（コード番号：3840 東証マザーズ） 

       問合せ先        経 営 企 画 室  杉山 英実 

 電話番号                   03-6823-6011（代） 

 

「平成 26年 3月 27 日付「第三者割当による新株式及び第 6回新株予約権」に係る 

資金の使途変更に関するお知らせ」の一部追加について 

 

 

 当社は、平成27年５月27日に「平成26年３月27日付『第三者割当による新株式及び第６回新

株予約権」に係る資金の使途変更に関するお知らせ」について公表させていただきましたが、

有価証券届出書の内容と開示資料内容に一部齟齬がございましたので、下記の通り追記いたし

ます。追記箇所には＿＿を付して表示しております。 

 

記 

 

３．調達した資金の残額及び未調達額に係る資金使途及び支出予定時期の概要 

（開示資料４ページ目） 

ⅰ．旅行事業において、現在、主に法人向け業務渡航の手配サービスを展開しております。当

初の資金使用目的であった、海外航空会社との総代理店契約をもつ企業の買収により、他

の旅行事業者への航空券の卸売業の展開を検討していた件につきましては、当該事業の利

益率が低いことに加え、対象会社の業績や総代理店契約の内容等から取得を取りやめ、今

後は、メディア事業が展開する雑誌メディアや Web メディアと連携し、個人向けの旅行商

品の企画、販売等の拡大展開を行っていくにあたり、第一種免許を取得している旅行事業

者への資本参加及び買収を検討しており、そのための投資資金として充当いたします。な

お本件につきましては従来の資金使途及び残額を引き継ぐものといたします。 

 

（開示資料５ページ目） 

ⅱ． 決済代行事業において、メディア事業及び旅行事業が展開する Web サービス内に、現状

導入を行っていない当社のオンライン決済機能を導入するためのシステム改修費用に充当

する予定です。このことにより、これまでグループ外の事業者へ流出していたコストが削

減されることとなります。旅行事業においては現在でも一部クレジット決済を望まれる顧

客への対応や、以下ⅲにあるとおり、旅行サービスサイトの充実にあわせ、当社オンライ

ン決済機能の導入を図ってまいります。  

本システム改修にあたっては、上記システムの改修・構築と、その６～10 ヶ月程度後を

目途にシステムの最適化を行う最適化改修の２段階の改修実施を想定しております。 



2 

 

 

ⅲ． 旅行事業において、メディア事業や通信販売事業と旅行事業のシステム連携を図り、   

メディア事業で展開する Web メディアや雑誌メディアによる旅行サービスの紹介や 

プロモーション、および通信販売機能の活用を通じ、旅行事業の顧客拡大を計画しており

ます。また個人向け及び法人向けの旅行サービスサイトの充実を予定しております。本資

金は、この目的のための「旅行事業とメディア事業や通販事業との連携システム構築費用」、

「旅行サービスの web サイトリニューアル費用」等のシステム構築、改修費用に充当する

予定です。 

   本システム構築、改修にあたっては、上記システムの構築と、その６～10 ヶ月程度後を

目途にシステムの最適化を行う最適化改修の２段階の実施を想定しております。 

 

ⅴ． メディア事業において、保有する会員向けのソーシャルメディアサイトを構築し、その

ソーシャルメディアサイト上で、会員に対して商品やサービスの提案を行い、通信販売事

業の拡大、及び旅行事業の顧客獲得につなげることを計画しております。また、Web 上のメ

ディアコンテンツを充実することでアクセス数を増やし、会員数の増加や会員の訪問頻度

の向上を図ります。本資金は、この目的のため会員が Web 上で集い、コミュニケーション

を図るための「ソーシャルメディアサイトの構築費用」や、当該サイト上から会員が直接

商品を購入できる「ソーシャルメディアサイトにおける通信販売機能のシステム構築費用」、

また「Web メディアを充実するための Web サイトリニューアル費用」等のシステム構築、

改修費用に充当する予定です（開発は主に外部委託を想定しておりますが、運用する人員

の人件費は以下ⅵに含みます）。  

本システム構築、改修にあたっては、上記に関わるシステム構築と、その６～10 ヶ月程

度後を目途にシステムの最適化を行う最適化改修の２段階の実施を想定しております。 

 

（開示資料６ページ目） 

ⅶ.  通信販売事業において、現在雑誌「DRESS」の読者、会員向けの eコマースサイトを通じ

て健康効果のある野菜ジュース食品の販売を行っております。今後、健康効果のある食品

分野の品揃えや商品力強化を行うことを計画しております。その目的のために、そのよう

な商材を多品種調達できる事業者、もしくは健康効果のある商材を企画・開発できる事業

者との関係強化を計画しており、スーパーフード（高栄養価値食品）を扱う候補事業者と

パートナーシップ構築に向けた交渉を開始しております。本資金はこの目的のため資本参

加を通じた業務提携の資金に充当する予定です。 

 

 

以  上 

 


